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第３６１回：半島方面がちょっと気掛かり 

   

若くて、まだ頭髪がフサフサしていた頃のショーン・コネリーが英国の秘密諜報員に扮した「００７ ロシア

より愛を込めて」は、亡命を求めるソ連情報部の美人工作員（ダニエラ・ビアンキ）に、ソ連の最新式暗号器

や、国際テロ集団スペクターが絡むアクション映画である。迫りくる暗殺者たちの襲撃を逃れ、ボンドと彼女

がようやく辿りついたベニスのホテルで待ち受けていたのは、メイドを装うソ連諜報部ローザ・クレッブ大佐

だった。彼女は靴先に仕込んだ毒針でボンドにキックを見舞い、彼が逃げ回るシーンが印象に残っている。

００７映画には毎度、秘密兵器が登場し、これが面白い。本作にもカメラに仕込んだ小型テープ・レコーダー

や、竜頭を引くとワイヤーが伸びて、これで人を絞め殺すことができる腕時計などが登場する。 

 さて本日の朝刊各紙は、北朝鮮の金正男氏と思われる人物が、馬・クアラルンプール空港で毒針のような

武器で殺害された事件を一斉に報じている。被害者の氏名も含め、未だ詳細は明らかになっていないが、

毒針と聞き、００７映画を思い出した次第。トロツキーとアイスピックではないが、こんな古典的武器を思いつ

くのは大時代的な伝統を墨守するコミュニストではないかと考えたのは、ボクだけではあるまい。 

 金正男氏は、故金正日前総書記の長男であり、北朝鮮の現体制から外されてからは中国の庇護下のもと、

本土やマカオを中心にして活動してきたビジネスマンである。これが国際的な軋轢を生まねばよいのだが、

米国、中国、韓国、北朝鮮のど真ん中で惹起したる大椿事であり、その行方が気になる。 

 

 トランプ政権が誕生したばかりのアメリカにとって当面の外交課題は、地政学リスクを抱える社会主義国と、

イスラム諸国との対決と協調だろう。トランプ政権で誕生した要人の中に、弁護士とビジネスマン（エクソン・

モービル、ゴールドマン・サックス等）が多いのは想定の範囲内だが、それに加え以下のとおり筋金入りの

軍隊出身者が多いのが、トランプ政権の特徴だ。制服組出身者が多いのは、米政権に対する懸念材料でも

あり、安心材料でもある。 

「対テロ制裁疑惑」で安全保障担当補佐官を辞任したばかりのマイケル・フリン氏は、元アメリカ陸軍中将

で、２０１４年まで米国防情報局長官を勤めていた。 

スティーブン・バノン首席戦略官は、海軍作戦部長の特別補佐官を勤めた経験のある元海軍軍人。 

内務長官に指名されたライアン・ジンキ下院議員は元海軍中佐、といってもだだの中佐ではない。「沈黙

の戦艦」や「G.I.ジェーン」に登場する米軍最強の特殊コマンド部隊シールズ（Navy SEALs）の出身だ。 

エネルギー長官に指名されたリック・ペリー元テキサス州知事は、１９７７年に空軍を退役するまで中東で

C-130輸送機のパイロットを勤めた元空軍大尉。 

  国土安全保障長官ジョン・ケリー（と云っても、アントニオ猪木よりも顎が長いオバマ政権の前国務長官と

は別人）は元海兵隊の大将で、アメリカ南方軍司令官の経験者。 

 そしてMad Dogのニックネームで有名になったジェームズ・マティス国防長官。彼も退役海兵隊大将であり、

元アメリカ中央軍司令官。湾岸戦争やアフガニスタンでの対テロ作戦、イラク戦争などで前線の部隊を指揮

した叩き上げの猛将だ。 

https://ja.wikipedia.org/wiki/%E3%82%A2%E3%83%A1%E3%83%AA%E3%82%AB%E6%B5%B7%E8%BB%8D%E4%BD%9C%E6%88%A6%E9%83%A8%E9%95%B7
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 陸軍、海軍、空軍、海兵隊の４軍は、特殊作戦・戦略・輸送の３機能別軍と、６つの地域軍を合わせた９個

統合軍で構成されており、マティス大将は中東と中央アジアをカバーする「中央軍」の司令官、ケリー大将は

中南米と西インド諸島を管轄する「南方軍」の司令官を勤めた。因みに他の地域軍は北米担当の「北方軍」、

「アフリカ軍」、「欧州軍」、そして「太平洋軍」。だから中央軍や南方軍は「聯隊」⇒「旅団」⇒「師団」⇒「軍団」

⇒「軍」・・・の更に上の「軍集団」に相当し、階級に気前の良い国なら、トップは元帥に任命される。 

 

 トランプ政権で軍の要は、マティス国防長官であり、就任早々初の訪問先として日本と韓国を選んだのは、

中国に対する明確なシグナルであった。安倍首相との会見で、マティス長官は、尖閣諸島について「日本の

施政権を損なおうとする、いかなる一方的な行動にも反対する」と述べて中国を牽制し、そのうえでアメリカ

の日本に対する防衛義務を定めた日米安保条約の第 5条が「尖閣諸島に適用される」と明言した。 

 安倍首相もマティス長官が政権の要であることをよく承知しており、最大限の配慮を見せた。同氏が来日

した２月３日夜、安倍首相はキャピトルホテルでトヨタ自動車の豊田章男社長と会食したあと、帝国ホテルに

駆けつけ、稲田防衛相主催のマティス米国防長官との夕食会に出席している。これって、実質首相主催の

歓迎宴だ。胃腸に持病を抱える安倍首相が、夕食を掛け持ちするとは誠にご苦労様だが、トヨタのトップと

会った後に、米国防長官に会うとは、かなり高度なタクティクスである。 

 因みにマティス長官は「戦う修道士（Warrior Monk）とも呼ばれている。ストイックな独身主義者で、趣味は

読書、蔵書が七千冊とか。常時携帯している書物が五賢帝マルクス・アウレーリアスの「自省録」とは恐れ

入る。孤独で家庭にも恵まれなかった哲人皇帝に、最終的に部下の生命を左右する孤独な決断を迫られる

ことの多い司令官として共感するところが多いのだろう。 

 

中国は日米の蜜月関係に神経を尖らせており、一方アメリカも安倍訪米のタイミングでトランプ／習近平

電話会談を行う等、「対中強硬路線だけとは限らないよ」とメッセージを発信しているが、これで中国が安堵

するわけではないだろう。はなしが前後左右に飛んでしまったが、尖閣、南沙、北朝鮮、チベット、台湾など、

米国と中国が対峙するイシューがいろいろあるなか、北朝鮮による弾道ミサイル発射のあと、突然飛び込ん

できた金正男氏暗殺か？との報道、どうも半島方面が気になる。（了） 

 

文中の見解は全て筆者の個人的意見である。 

                                   平成２９年２月１５日  

筆者プロフィール 

杉野光男 

東洋証券株式会社 主席エコノミスト 

一橋大学商学部卒、 三菱信託銀行（現三菱 UFJ信託銀行）入社、上海華東師範大学へ留学 

同行北京駐在員、上海駐在員事務所長、理事中国担当部長を経て、２００７年より現職 

著書  日本の常識は中国の非常識（時事通信社）、中国ビジネス笑劇場（光文社）等 



ひと息コラム『巨龍のあくび リターンズ 』http://www.toyo-sec.co.jp/china/column/yawn/index.html              

                                                                  

最終ページに重要なお知らせ「注意事項」がありますので必ずお読みください。 

3/3 
 

東洋証券株式会社 金融商品取引業者 関東財務局長(金商)第 121号 

日本証券業協会 加入 

本社所在地 〒104-8678 東京都中央区八丁堀 4-7-1 ℡03-5117-1040 

ご投資にあたっての注意事項 

手数料等およびリスクについて 

① 株式の手数料等およびリスクについて 

・ 国内株式の売買取引には、約定代金に対して最大1.2420％（税込み）、最低3,240円（税込み）（売却約定代金

が 3,240円未満の場合、約定代金相当額）の手数料をいただきます。国内株式を募集、売出し等により取得い

ただく場合には、購入対価のみをお支払いいただきます。国内株式は、株価の変動により、元本の損失が生

じるおそれがあります。 

・ 外国株式等の売買取引には、売買金額（現地における約定代金に現地委託手数料と税金等を買いの場合に

は加え、売りの場合には差し引いた額）に対して最大 0.8640％（税込み）の国内取次ぎ手数料をいただきます。

外国の金融商品市場等における現地手数料や税金等は、その時々の市場状況、現地情勢等に応じて決定さ

れますので、本書面上その金額等をあらかじめ記載することはできません。外国株式は、株価の変動および

為替相場の変動等により、元本の損失が生じるおそれがあります。 

②債券の手数料等およびリスクについて 

・ 非上場債券を募集・売出し等により取得いただく場合は、購入対価のみをお支払いいただきます。 

 債券は、金利水準の変動等により価格が上下し、元本の損失を生じるおそれがあります。外国債券は、金

利水準の変動等により価格が上下するほか、カントリーリスク及び為替相場の変動等により元本の損失が生

じるおそれがあります。また、倒産等、発行会社の財務状態の悪化により元本の損失を生じるおそれがありま

す。 

③投資信託の手数料等およびリスクについて 

・ 投資信託のお取引にあたっては、申込（一部の投資信託は換金）手数料をいただきます。投資信託の保有期

間中に間接的に信託報酬をご負担いただきます。また、換金時に信託財産留保金を直接ご負担いただく場合

があります。 

投資信託は、個別の投資信託ごとに、ご負担いただく手数料等の費用やリスクの内容や性質が異なるため、

本書面上その金額等をあらかじめ記載することはできません。 

 投資信託は、主に国内外の株式や公社債等の値動きのある証券を投資対象とするため、当該金融商品市

場における取引価格の変動や為替の変動等により基準価格が変動し、元本の損失が生じるおそれがありま

す。 

④株価指数先物・株価指数オプション取引の手数料等およびリスクについて 

・ 株価指数先物取引には、約定代金に対し最大 0.0864％（税込み）の手数料をいただきます。また、所定の委

託証拠金が必要となります。 

・ 株価指数オプション取引には、約定代金、または権利行使で発生する金額に対し最大 4.320％（税込み）、最

低 2,700円（税込み）の手数料をいただきます。また、所定の委託証拠金が必要となります。株価指数先物・株

価指数オプション取引は、対象とする株価指数の変動により、委託証拠金の額を上回る損失が生じるおそれ

があります。 

ご投資にあたっての留意点 

 取引や商品ごとに手数料等およびリスクが異なりますので、当該商品等の契約締結前交付書面、上場有価証券

等書面、目論見書、等をよくお読みください。 


